
１　生活基盤整備の推進
◎町道７号線改良事業
【予算額：52,500千円】
【平成19年度繰越額：90,500千円】
通過車両の増大に伴う騒音及び振動等生活環境の悪化を改善

し､道路の安全性を確保するため､約5年間で全線の改良工事を
実施します。
◎都市計画道路整備事業【予算額：107,850千円】
都市計画道路河原町深町線等整備のため､道路整備工事等を

実施します。
◎リサイクル事業【予算額：17,234千円】
拠点回収で実施しているペットボトルの収集を平成20年度

後半からステーション回収として展開します。
◎町道維持管理事業【予算額：19,700千円】
…………………………………………………………………………
２ 福祉社会の確立
◎特定健康診査事業(国民健康保険特別会計)
【予算額：23,182千円】
いわゆるメタボリックシンドロームに着目した生活習慣病予

防対策として､40歳から74歳までの被保険者の健診を実施しま
す。
◎母子保健事業【予算額：13,619千円】
妊婦健康診査を2回から5回にすることで健診体制の充実を

図ります。
◎後期高齢者医療
【予算額(後期高齢者保健事業)：921千円】
【予算額(後期高齢者医療特別会計繰出金)：34,146千円】
【予算額(埼玉県後期高齢者医療広域連合事業)：112,641千円】
…………………………………………………………………………
３ 元気あふれる地域産業の育成
◎商工業活性化事業【予算額：5,530千円】
県営まつぶし緑の丘公園内に設置される推奨特産品販売所の

運営に対し助成します。
◎広域農道緊急整備事業【予算額：5,000千円】
…………………………………………………………………………
４ 次代を担う児童生徒の育成
◎施設整備管理事業
【予算額：40,895千円】【平成19年度繰越額：163,214千円】
平成19年度の繰越事業である松伏小学校校舎耐震改修及び

大規模改修工事を実施します。また､松伏小学校における教育

環境改善策の一つとして､体育館新設に
向けた実施設計を委託します。
◎教育環境支援事業
【予算額：22,344千円】
引き続き､非常勤講師8名を各小中学校

に配置し指導に当たります。
◎いじめ・不登校対策事業
【予算額：11,826千円】
◎国際理解推進事業
【予算額：13,751千円】
………………………………………………
５ スポーツ健康都市づくりの推進
◎健康増進事業【予算額：22,160千円】
一次予防のため､運動指導士及び栄養

士による講座等を実施します。
◎一般介護予防事業(介護保険特別会計)
【予算額：7,839千円】
いきいきとした生活ができるよう､お

達者道場､健康体操教室､健康相談などを
実施します。
………………………………………………
６ その他の事業
◎県営公園指定管理事業
【予算額：17,475千円】
◎文化振興事業【予算額：6,633千円】
………………………………………………
７ 行財政健全化の推進
（行財政改革分野）

◎人件費等の削減
・常勤特別職等給料の削減
【△8,495千円】
・町議会議員報酬・定数の削減
【△23,658千円】
・非常勤特別職報酬の見直し
【△2,813千円】
・一般職給料の削減
【△14,877千円】
◎指定管理者制度に伴う
公の施設の管理費削減

平成２０年度当初予算

一般会計 ７１億４,７００万円 （前年度比1.2％減）

特別会計 ５２億４,３９０万６千円 （前年度比8.4％減）

───────────────────────────
総　　計　１２３億９,０９０万６千円 （前年度比4.4％減）

危機的な財政事情の中で､平成20年度予算は昨年度に引き続き「自立した行財政健全化予算｣と位置づ
け､恒久的に歳入・歳出のバランスのとれた自治体を目指し､抜本的な行財政改革を断行し､かつ､事業の

｢選択と集中｣を徹底しながら､「生活基盤整備の推進」､「福祉社会の確立」､「元気あふれる地域産業の

育成」､「次代を担う児童生徒の育成」､「健康都市づくりの推進」を目指しました。

町財政の基幹歳入である町税は､住

宅借入金等特別控除により個人町民

税が減額となるものの､家屋の新増築

の増により固定資産税の増額を見込

んだため全体では微増となりました。

また､地方交付税のうち普通交付税

は､新たに創設された地方再生対策費

等を見込むことにより1,500万円の増
額を見込みました。しかし､平成19年
度の交付基準額からは､約7,000万円
の減額となります。

一
般
会
計

歳入（町の収入）

特別会計予算 ５２億４,３９０万６千円（8.4％減）

平成２０年度当初予算が３月定例議会で修正のうえ可決されました。予算額や主な事業は次のとおりです。

歳入
71億4,700万円

歳出
71億4,700万円

民生費
　18億7,987万円
　　　（26.3％）

　　　　　　6,672万円増

総務費
12億3,476万円
（17.2％）

1億6,289万円増
教育費

8億9,952万円
（12.6％）
1,904万円減

衛生費
　7億2,115万円
　（10.1％）
　1,071万円減

土木費
　7億360万円
　（9.8％）

　1億2,201万円減

　公債費
8億2,580万円
（11.6％）
8,203万円減

その他
　　　　2億9,648万円（4.2％）

消防費
5億8,582万円
（8.2％）
180万円増

 町税
31億1,901万円
（43.6％）
　2,604万円増

国庫支出金
3億4,991万円
（4.9％）984万円増

地方交付税
14億1,700万円
（19.8％）
1,500万円増

県支出金
4億905万円
（5.7％）4,171万円増

町債
4億3,262万円
（6.1％）1億5,818万円減

繰入金
4億1万円
（5.6％）1,600万円減

諸収入
2億3,452万円
（3.3％）848万円増

繰越金
1億4,000万円
（2.0％）0万円

地方消費税交付金
2億2,500万円
（3.1％）1,500万円増 その他

4億1,988万円
（5.9％）

問合せ／企画財政課 991-1820主な事業等の概要

（ ）内は構成比、後段の額は前年度比
【 】は主な執行内容　１万円未満四捨五入

■　国民健康保険特別会計 27億 9,703万 1千円 (  1.8%増)
■　老人保健特別会計 2億 3,811万 6千円 (82.1％減)
■　公共下水道事業特別会計 9億 8,113万 1千円 (59.3％増)
■　農業集落排水事業特別会計 1,672万 5千円 (  0.7％減)
■　介護保険特別会計 10億 1,527万 5千円 (  0.7％増)
■　後期高齢者医療特別会計 1億 9,562万 8千円 (皆増) (     )内は前年度比
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民生費
【社会福祉】
【老人福祉】

総務費
【総務管理費】
【税務執行】
【各OAシステム管理】

教育費
【学校管理費】
【公民館費】
【学校給食センター費】

公債費
【過年度借入の返済】

衛生費
【ごみ収集委託】
【東埼玉（資）負担金】

土木費
【道路、側溝整備】
【排水路、公園管理】
【下水道事業繰出金】

消防費
【吉川松伏消防
組合負担金】


